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１．パーソントリップ調査の現状と課題 

パーソントリップ調査（以下、PT調査という。）

は、昭和42年に広島都市圏で大規模に実施されて以

来、全国各地において定期的に実施されてきた。PT

調査が導入された当初は、調査員が調査対象者を訪

問し、調査趣旨等を説明した上で質問票を配布する

方法がとられてきたが、近年はコスト縮減の観点か

ら、主として質問票を郵送する方法がとられている。 

しかしながら、郵送による配布が進む中で、回答

率の低下や誤記、回答漏れ、サンプルの偏り等の増

加が顕著になり、入力が簡便でより安価にサンプル

収集が可能なWEBを用いた調査の実施が注目されて

いる。そこで、国総研では新たにWEBインターフェー

ス用の質問票様式を考案し、その公開を行った。 

２．WEBインターフェース開発のねらい 

 WEBインターフェースを用いた調査票は既に一部

の調査においては実施されてきたが、質問紙の構成

を維持した状態で画面に表示しているものが多く、

記入の煩雑さが解消されているとは言い難かった。

そこで、国総研ではPC入力の長所を活かしつつ、高

齢者等のPC操作に不慣れな回答者も容易に入力が可

能で過去の行動を想起しやすい調査票を開発するこ

ととした。調査票は2種類を開発し、（１）「目的地

先行入力型」は既存の質問票を基本に回答項目を入

力しやすいように整理したものであり、（２）「ダ

イアリー型」は対象日の回答者の行動を想起しやす

いように入力方法を設定しなおしたものである。 

３．WEBインターフェース開発の概要 

両形式のインターフェースは、入力項目ごとに順

次、画面が展開する作りとなっている。交通行動の

入力に関しては、対象日全体についての移動先とそ

の滞在時間をまず入力した後に、移動手段等に関す

る情報を入力することになるが、（１）目的地先行

入力型は、入力項目毎に見た場合、従来の紙による

調査票の記入と同じ要領で入力できるようになって

いるが、（２）ダイアリー型は、手帳に予定を記載

する要領で、最初に生活行動とその活動時刻を入力

し、活動間の移動に関する情報（位置、移動手段等）

を詳細に入力する形式となっている。 

 両形式とも、時間の前後関係等に係る入力内容の

矛盾や入力漏れについて随時メッセージが表示され、

無効票が減少することを図っている。また、滞在地

の情報については、所在地の文字入力のみならず地

図上での指定も可能とし、記入者が場所のイメージ

を持ちやすいように工夫している。 

 

図 地図上での目的地の入力 

４．今後の課題 

本研究においては、質問紙に代わりWEBインターフ

ェース上で回答を行う方法を開発したが、調査手法

を代替することで、属性毎の回答率や回答時に想起

されるトリップ数等に関して影響が生じることが指

摘されている。今後、各PT調査の経年的比較、地域

間の比較を行うために、調査方法の違いにより生じ

るデータ特性の相違を十分に把握する必要がある。

特に既存の調査票と大きく異なる「ダイアリー型」

については上記の点に留意すべきである。 
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１．はじめに 

国総研では、既存住宅の住宅

履歴情報*1 の整備を支援するた

め、ＢＩＭ*2 等の情報化技術を

利用して合理的に材料や構法、

点検記録等の情報を蓄積・管理

する手法について検討し、「既

存住宅の現況を表す建物情報モ

デル作成手法ガイドライン(案)」

（以下、｢ガイドライン(案)｣と

いう。）を取りまとめた。 

２．住宅履歴情報の蓄積・活用に向けた検討 

 住宅の長寿命化には、適切な維持管理やリフォー

ムが継続的に実施されることが必要であり、様々な

図書、文書、データに分散している住宅履歴情報を

合理的に蓄積・管理し活用する手法の確立が望まれ

ている。特に既存住宅では、その多くで新築時の資

料が散逸し、図面の復元から情報整備をやり直さな

くてはならない現状がある。そのため、新築プロジ

ェクトの設計段階を中心として普及が進みつつある

ＢＩＭの取り組みに着目し、３次元ＣＡＤ等を用い

て部位（壁や床、屋根など）の形状モデルを作成し、

部位を情報管理の見出しとして、使われている材料

や構法、施工方法等の情報や、点検・補修等の記録

を整理・蓄積する手法を検討した。（図）。  

３．ガイドライン(案)の内容 

ガイドライン(案)は、中古住宅流通やリフォーム

等に係わる実務者等に対して分かりやすく技術内容

を解説する技術資料と位置づけている。本編（１章、

２章）では、既存住宅における情報整備の業務フロ

ー、情報を統合する建物情報モデルの概念、ＣＡＤ

を用いたモデルの作成手順、データの保管方法等の

項目について、建物の診断・調査や設計に係わる   

 

建築技術者が理解できるレベルの解説を、図やモデ

ルデータの例示等を交えて記述している。また、技

術編（３章）では、建物各部位の形状モデルを入力

する際の詳細度の基準、属性情報に関する外部デー

タの参照方法等について解説している。さらに、一

般的なＣＡＤソフトウェアで共通的に利用可能なテ

ンプレートやライブラリ等の情報ひな形を作成し、

資料編に収録している。 

４．まとめ 

ガイドライン(案)は、実務における技術利用のガ

イドブックとしての利用を期待し、試作したライブ

ラリやデータベースとともに、ホームページを通じ

て公表する予定である。 
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*2 Building Information Modelingの略。建築の企画・計画、
設計、施工、維持管理にいたる様々な情報を、部位や部分
の三次元モデルを中心として統合・管理し、関係者間の情

報共有と合意形成に活用する手法。 

*1 設計、施工、維持管理等をどのように行ったかを住宅毎に

記録する住まいの履歴書。設計図面や仕様書、建材・機器
のカタログ、写真、点検・診断の報告書等を保管し、リフ
ォームや売買時に情報として活用する。 

図 建物情報モデルを用いた住宅履歴情報管理の概念図 
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